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概要

本研究では、汎用技術 (General Purpose Technology; GPT) に対する産業政
策と経済の厚生の関係について、Helpman and Trajtenberg(1998) の、Variety

Expansion Model に汎用技術を導入したモデルをベースとして分析を行った。
科学技術の進歩を表す”サイエンス”を追加的に導入して産業政策の頻度にト
レードオフを発生させた。結果として、以下の 2 点のことがわかった。1 つ目
は、次の GPTへ乗り移っていくようなサイクルが存在する中では、政策の間隔
が長いほど厚生が高まるということである。2つ目は、政策の間隔が広すぎる、
かつ新 GPTの恩恵が小さいとと次の GPTに乗り移ることがないということで
ある。これは、現状の GPTでの補完財が十分すぎるほど開発されており、現状
の GPTを捨てるメリットがないためで、ロックイン効果が発生していると解釈
できる。
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